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十日町

工
業
開
発
の
拠
点
地

　
こ
の
た
び
十
日
町
、
小
出
地
区
が

低
工
（
低
開
発
地
域
工
業
開
発
）
地

区
と
し
て
去
月
三
十
一
日
の
官
報
告

示
に
よ
り
正
式
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
伴
い
十
日
町
市
は
地
区

（
十
日
町
市
、
小
出
町
、
堀
之
内
町

塩
沢
町
、
六
日
町
、
大
和
町
）
の
拠

点
地
と
し
て
、
工
業
開
発
に
よ
る
今

後
の
飛
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
市
で
は
低
開
発
地
域
工
業

開
発
促
進
法
に
基
づ
く
地
区
指
定
に

つ
い
て
小
出
、
六
日
町
な
ど
関
係
町

村
と
強
力
な
運
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
地
方
開
発
産
業
審
議
会

で
は
去
月
二
十
三
日
総
会
で
指
定
す

る
こ
と
に
決
め
三
十
一
日
の
官
報
で

正
式
に
指
定
を
う
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
地
区
指
定
で
今
後
の

市
政
の
す
』
め
方
と
し
て
は
地
元
産

業
に
対
す
る
助
長
は
も
ち
ろ
ん
工
業

の
開
発
を
す
Σ
め
る
一
方
、
工
場
用

地
の
造
成
、
道
路
整
備
、
工
業
用
水

等
こ
れ
ら
の
施
設
に
寄
与
す
る
た
め

の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
と
に
か
く
十
日
町
市
が
飛
躍

す
る
ひ
と
つ
の
大
き
な
足
が
か
り
と

し
て
、
今
後
四
、
五
年
の
間
に
お
け

る
市
の
姿
も
北
越
線
の
建
設
、
八
箇

ト
ソ
ネ
ル
の
完
遂
な
ど
と
相
ま
っ
て

大
き
く
変
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
飛

躍
的
な
都
市
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
．
フ

ラ
ソ
も
夢
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
が
い
え
ま
す
。
ま
た
こ
の
指
定
に

よ
る
利
点
と
し
ま
し
て
は
、
工
業
の

立
地
条
件
の
整
備
や
、
企
業
の
誘
導

に
は
相
当
の
困
難
が
あ
る
の
で
、
税

制
上
の
特
別
優
遇
措
置
が
行
わ
れ
、

又
金
融
上
、
開
発
公
庫
、
開
発
銀
行

の
援
助
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

近
づ
く
成
人
式
を
前

＋
日
町
市
長
　
村

1こ謙

吉

と
血
液
検
査
及
生
活
記
録
や
論
文
集

を
作
っ
て
お
り
ま
す
。
又
式
典
に
は

文
集
入
選
の
発
表
表
彰
や
記
念
講
演

が
あ
り
、
思
い
出
の
記
念
品
も
贈
呈

致
し
ま
す
。
此
の
度
も
成
年
者
の
家

庭
か
ら
女
子
の
服
装
に
つ
い
て
の
意

見
や
投
書
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で

重
ね
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す

本
行
事
の
主
催
者
で
あ
る
市
と
し
ま

し
て
は
、
全
国
的
な
風
潮
と
は
申
し

な
が
ら
不
本
意
に
も
華
美
に
な
っ
て

来
て
お
り
ま
す
。
市
で
は
服
装
の
規

制
で
も
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
言
わ

れ
る
が
そ
れ
は
自
由
権
の
侵
害
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
招
か
れ
る
成
年
者

の
自
覚
を
希
望
致
し
ま
す
。
叉
家
族

の
皆
様
か
ら
の
成
年
者
の
深
い
理
解

と
成
年
者
の
家
族
の
無
理
な
負
担
を

か
け
な
い
配
慮
を
期
待
い
た
し
ま

す
。
即
ち
形
容
の
美
し
さ
よ
り
も
内

に
り
ょ
う
ら
ん
と
咲
き
薫
る
心
の
花

を
式
場
一
ば
い
に
漂
よ
わ
せ
て
頂
だ

き
た
い
と
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

【
凸
板
は
工
場
適
地
と
な
ウ
て
い
る

下
島
団
地
“
川
治
川
、
県
道
間
一
一

五
、
O
O
O
平
方
米
及
び
城
之
古
団

地
八
○
、
O
O
O
平
方
米
】

　
公
民
舘
と
施
設
の

　
使
用
料
金

　
公
民
舘
の
使
用
と
施
設
の
使
川
料

金
が
こ
の
ほ
ど
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
こ
れ
ま
で
本
舘
の
日
曜
使

用
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
四

月
か
ら
日
曜
使
用
も
で
き
ま
す
の
で

御
利
用
下
さ
い
。

◎
公
民
舘
の
使
用
料
金

使
用
区
分
　
昼
料
金

一
室
　
　
　
五
〇
円

稲
作
に

　
　
　
早
播
き
、

　
昭
和
四
十
年
の
成
人
式
も
五
月
九

日
と
な
り
ま
し
た
。
十
日
町
市
に
お

山

い
て
は
毎
年
こ
の
成
人
式
を
如
何
に

し
た
ら
有
意
義
と
な
る
か
を
研
究
し

て
参
り
ま
し
た
。
式
も
回

を
重
ね
る
こ
と
十
七
回
で

こ
と
し
も
九
百
人
の
成
年

者
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
成
人
の
日
と
は
本
年

で
満
二
十
才
に
な
る
人
が

名
実
共
に
大
人
の
待
遇
を

得
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

名
と
は
形
容
を
指
し
、
実

と
は
精
神
を
い
っ
て
お
り

ま
す
。
形
容
の
美
し
さ
も

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が

そ
れ
よ
り
も
更
に
精
神
の

充
実
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
精
神
陶
治
の
方

法
と
し
て
式
典
迄
に
市
公

民
舘
で
三
回
の
成
人
教
室

夜
料
金

七
〇
円

　
実
習
室
　
一
〇
〇
円
　
一
五
〇
円

　
暗
室
　
　
　
五
〇
円
　
　
五
〇
円

映
写
す
る
場
合
は
一
〇
〇
円
を
加
算

使
用
料
金
は
一
時
間
単
位
。

◎
施
設
の
使
用
料
金

使
用
区
分

映
写
機
怖
、
ミ
リ

　
　
　
8
、
ミ
リ

テ
ー
ブ
式
磁
気

録
音
機

ス
ラ
イ
ド
映
写
機

電
　
　
蓄

拡
声
装
置

天
　
　
幕

料
　
金

三
〇
〇
円

一
五
〇
円

一
五
〇
円

一
〇
〇
円

一
〇
〇
円

一
五
〇
円

一
〇
〇
円

使
用
料
金
は
一
日
単
位
と
す
る
。

赤
信
号
〃

早
植
え
で
不
良
天
候
を
克
服

　
こ
の
ほ
ど
こ
と
し
の
夏
の
天
気
予

報
が
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
こ
と
し
の
天
気
は
春

か
ら
夏
に
か
け
て
変
動
が
大
き
い
見

込
み
で
あ
る
。
加
え
て
春
の
訪
れ
が

遅
く
、
消
．
雪
も
遅
れ
る
の
で
稲
作
対

策
に
万
全
を
期
さ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
暖
候
期
予
報
の
栂
況

▽
四
月
～
五
月
上
旬
に
か
け
て
「
お

　
そ
し
も
」
の
恐
れ
が
あ
り
、
つ
ゆ

　
の
入
り
が
早
く
期
間
が
長
い
。

▽
六
月
～
七
月
に
は
一
時
低
温
の
恐

　
れ
が
あ
り
．
秋
の
入
り
が
早
い
。

▽
台
風
は
本
土
に
影
響
す
る
数
が
多

　
い
。

　
　
稲
作
栽
塒
上
の
注
意
点

一
、
苗
代
対
策

　
露
消
し
早
め
て
早
播
き
早
植
え

①
消
雪
の
促
進
。
苗
代
予
定
地
は
散

　
土
、
流
水
等
で
で
き
る
た
め
消
雪

　
を
早
め
葭
代
作
り
を
早
く
す
る
。

②
早
播
き
を
す
る
。

⑧
健
苗
の
育
成
。
正
し
い
床
の
作
り

　
方
で
う
す
播
き
を
し
、
適
期
除

　
紙
、
上
手
な
水
の
か
け
引
き
で
ガ

　
ッ
チ
リ
と
し
た
苗
を
育
て
る
。

④
種
子
消
毒
を
完
全
に
す
る
と
と
も

　
に
、
苗
代
病
害
虫
は
共
同
防
除
で

　
で
徹
底
的
に
行
な
う
。

二
、
本
田
対
策

　
元
肥
控
え
て
健
康
な
稲
作
り

①
早
植
え
の
励
行

　
雪
消
え
が
遅
れ
る
の
で
本
田
作
業

　
を
急
ぎ
、
苗
の
徒
長
し
な
い
う
ち

　
に
適
期
に
植
付
を
行
な
う
。

②
浅
植
え
で
活
着
を
促
進
し
、
田
植

　
直
後
は
深
水
管
理
で
植
傷
み
を
防

　
ぐ
o

③
元
肥
窒
素
肥
料
は
控
え
目
と
し
中

　
間
追
肥
は
や
め
て
、
穂
肥
で
調
節

　
す
る
。

ゆ
作
柄
の
良
否
は
イ
モ
チ
病
被
害
の

　
多
少
に
か
か
っ
て
い
る
。
健
康
な

　
稲
を
作
っ
て
、
病
気
に
か
け
な
い

　
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、
万
一
発

　
病
を
見
た
ら
早
期
に
発
見
し
、
徹

　
底
的
に
防
除
す
る
。

◎
活
着
し
た
ら
浅
水
管
理
を
行
な
い

　
強
度
の
中
干
し
や
、
早
期
落
水
を

　
さ
け
て
稲
の
生
育
に
あ
わ
せ
た
水

管
理
を
行
な
う
。

　
香
典
返
し
に
五
万
円

　
市
内
神
明
町
樋
口
政
太
郎
さ
ん
“

市
議
会
議
長
n
は
故
長
男
浩
治
さ
ん

の
香
典
返
し
に
五
万
円
を
去
る
五
日

市
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
附
し
ま
し

た
。　

市
役
所
人
事

　
四
月
一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り

人
事
異
動
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
）

▽
税
務
課
長
補
佐
税
政
係
長
事
務
取

　
扱
、
阿
部
十
郎
（
税
務
課
長
補
佐

　
固
定
資
産
税
係
長
兼
務
）

▽
市
長
室
職
員
係
長
庭
野
光
夫
（
文

　
書
係
長
）

▽
商
工
課
長
補
佐
根
津
清
治
（
職
員

　
係
長
）

▽
市
長
室
広
報
係
長
根
津
史
郎
（
広

　
報
係
）

▽
庶
務
課
文
書
係
長
山
田
熊
治
（
財

　
政
課
管
財
係
）

▽
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
池
田
士

　
郎
（
社
会
福
祉
事
務
所
事
務
係
長
）

▽
社
会
福
祉
事
務
所
事
務
係
長
関
口

　
秀
夫
（
税
務
課
税
政
係
長
）

▽
中
条
出
張
所
主
任
岡
田
啓
三
（
社

　
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
長
）

▽
水
沢
出
張
所
主
任
樋
口
忠
晴
（
保

　
険
課
保
険
係
）

▽
社
会
福
祉
皐
務
所
祉
会
係
長
宮
沢

　
彦
一
（
商
工
課
商
工
係
）

　
　
◇
退
職
者
◇

▽
岩
田
宣
照
（
中
条
出
張
所
主
任
）

▽
保
坂
辰
平
（
水
沢
出
張
所
主
任
）

▽
仲
沢
フ
ミ
（
川
治
診
療
所
）

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
税
金
と
同

じ
く
前
納
制
度
が
あ
り
毎
月
納
入
す

る
の
は
手
数
が
か
Σ
る
と
い
う
人
、

叉
は
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
入
っ
た
と

き
な
ど
は
保
険
料
の
前
ば
ら
い
が
出

来
ま
す
。

　
四
月
中
に
一
年
分
の
保
険
料
（
四

十
年
四
月
分
よ
り
四
十
一
年
三
月
分

ま
で
）
を
前
払
い
す
る
と
毎
月
一
五

〇
円
納
め
る
人
は
年
額
一
、
七
六
〇

円
で
四
十
円
の
割
引
き
が
あ
り
、
毎

月
百
円
納
め
る
人
は
年
額
一
、
一
七

〇
円
で
三
十
円
割
引
き
と
な
り
ま

す
。
又
二
十
才
の
人
が
六
十
才
ま
で

の
四
十
年
分
（
全
期
間
）
の
保
険
料
を

前
払
い
す
る
と
年
五
分
五
厘
の
複
利

計
算
に
よ
り
二
三
、
五
四
〇
円
で
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
月
払
え
ば

六
三
、
○
O
O
円
納
め
る
わ
け
で
す

か
ら
、
差
引
三
九
、
四
六
〇
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
保
険

料
を
長
期
間
前
納
し
て
も
そ
の
間
に

被
保
険
者
が
、
か
り
に
死
亡
し
た
り

他
の
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
等
）
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
り

し
て
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
は
納
め
過
ぎ
た
保
険
料

を
還
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

繊
灘㎜

穫蠣灘蟻…

商
工
課
が
移
転

　
本
庁
事
務
室
の
都
合
に
よ
り
商

工
課
が
四
月
五
日
か
ら
駅
通
り
の

商
工
会
議
所
二
階
に
移
転
し
ま
し

た
。
電
話
は
一
時
的
に
会
議
所
の

電
話
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
電
話
番
号
は
三
五
二
八
番
で

す
。町

名
が
変
っ
た
加
入
者

は
電
話
局
に
お
届
け
を

　
こ
の
た
び
高
田
町
三
丁
目
、
本

町
六
丁
目
、
稲
荷
町
三
丁
目
、
千

代
田
町
な
ど
で
町
名
の
新
設
、
変

更
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
局
で

は
こ
れ
に
と
も
な
い
電
話
番
号
簿

の
町
名
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
電
話
加
入
者
で
該
当
す

る
お
宅
は
四
月
末
日
ま
で
に
電
話

局
営
業
係
（
電
話
二
六
〇
〇
）
に

お
届
け
下
さ
い
。
お
届
け
が
あ
り

ま
せ
ん
と
今
ま
で
と
同
じ
町
名
で

番
号
簿
が
発
行
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
町
内
が

　
　
　
　
生
れ
ま
し
た

　
市
内
の
行
政
区
域
が
四
月
一
日

か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
変
り
ま
し

た
。
市
で
は
こ
の
ほ
ど
世
帯
数
の

多
く
な
っ
た
町
内
を
分
け
新
し
い

町
内
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
三
月

定
例
市
議
会
に
は
か
っ
て
決
め
ま

し
た
。

一
、
本
町
六
丁
目
一
を
分
け
新
し

く
「
本
町
六
丁
目
三
」
を
設
け
ま

し
た
。

二
、
稲
荷
町
三
丁
目
を
分
け
新
し

く
「
稲
荷
町
三
丁
目
本
通
り
」
「
稲

荷
町
三
丁
目
南
」
　
「
稲
荷
町
三
丁

目
北
」
を
設
け
ま
し
た
。

三
、
高
田
町
三
丁
目
を
分
け
、
新

し
く
「
高
田
町
三
丁
目
東
」
　
「
高

田
町
三
丁
目
西
」
　
「
高
田
町
三
丁

目
南
」
　
「
丸
山
町
」
を
設
け
ま
し

た
。四

、
稲
荷
町
四
丁
目
、
高
田
町
三

丁
目
及
び
島
の
各
一
部
の
区
域
を

寄
せ
て
新
し
く
「
千
代
田
町
」
を

設
け
ま
し
た
。

五
、
巾
若
宮
町
を
「
若
官
町
」
に

改
め
ま
し
た
。

一226一
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家
族
の
七
割
給
付
を

。
藁
鐸
，
髪

繍…謬！ノ……罷

来
年
の
一
月
か
ら
実
施

　
現
在
世
帯
主
に
は

七
割
給
付
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
家

族
は
五
割
給
付
で
あ

り
ま
す
の
で
こ
れ
を

来
年
の
一
月
か
ら
七

割
給
付
と
い
た
し
ま

す
。
全
国
及
び
県
内

の
状
況
は
来
年
一
月

に
は
当
市
を
入
れ
て

全
体
の
二
割
五
分
が

七
割
給
付
を
実
施
し

本
年
一
月
よ
り
の
実

施
と
あ
わ
せ
て
全
国
で
は
大
体
五
割
・

程
度
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
実
施
す
る
に
は
こ
の
経

費
の
う
ち
四
分
の
三
が
国
か
ら
の
特

別
助
成
と
な
り
、
四
分
の
一
が
保
険

料
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
上
昇
に

伴
な
う
保
険
料

め
増
額

　
入
金
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
ま

　
だ
ま
だ
へ
き
地
が
多
く
医
療
に
恵

　
ま
れ
な
い
面
が
あ
る
た
め
と
も
思

　
わ
れ
ま
す
。

（
次
の
表
は
一
世
帯
当
り
の
一
ヶ
年

の
給
付
費
の
市
支
払
額
と
、
保
険
料

の
比
較
で
あ
り
国
保
の
運
営
費
の
半

分
以
上
が
国
よ
り
の
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
）

帯　　当
給付費に対する
保険料の割合

　　68．0％

／62．8

　　55．3

　　46．9

　　42．6

　　45．6

世

保険料

一

給付費
年
度

3，869円

4，398

4，594

5，llO

豊，580

7，981

5，689円

7，006

8，310

10，899

13，097

17．512

35

36

37

38

里
葡

　
温
泉
保
養
の
指
定
旅
舘

　
本
年
は
四
月
よ
り
実
施

　
野
沢
温
泉
の
「
野
沢
温
泉
ホ
テ

ル
」
を
本
年
も
市
民
の
保
養
の
た
め

に
指
定
旅
舘
と
し
て
四
月
十
日
か
ら

十
一
月
未
日
ま
で
を
旅
舘
の
利
用
期

間
と
し
ま
す
。

　
◎
料
金
は
一
泊
二
食
付
七
百
円
、

　
　
日
帰
り
は
部
屋
代
入
浴
料
で
三

　
　
百
円
で
す
。
子
供
に
つ
い
て
の

　
　
料
金
は
特
別
に
相
談
に
も
応
じ

　
　
て
く
れ
ま
す
。

、
◎
申
込
み
は
出
か
け
る
二
～
三
日

　
　
前
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
申
込
先
“
電
話
．
野
沢
温
泉
一

　
　
　
　
　
　
〇
一
番
、
手
紙
、
ハ

　
　
　
　
　
　
ガ
キ
、
長
野
県
下
高

　
　
　
　
　
　
井
郡
野
沢
温
泉
村
野

　
　
　
　
　
　
沢
温
泉
ホ
テ
ル
ヘ
。

区
に
出
張
診
療
を
ね
が
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
御
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。

1
飛
渡
地
区
－
四
月
十
六
日
よ
り
降

　
　
　
　
　
　
雪
ま
で
、
週
一
回
金

　
　
　
　
　
　
曜
日
の
午
後
二
時
三

　
　
　
　
　
　
十
分
よ
り
午
後
三
時

　
　
　
　
　
　
三
十
分
ま
で
。

　
場
所
新
水
診
療
所

　
担
当
　
中
条
病
院

ー
八
箇
地
区
－
四
月
雪
消
え
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
予
定
四
月
二
十
日
）

　
　
　
　
　
　
降
雪
ま
で
、
週
一
回

　
　
　
　
　
　
火
曜
日
の
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
三
十
分
よ
り
午
後
三

　
　
　
　
　
　
時
三
十
分
ま
で
。

　
医
療
費
は
年
々
上
昇
し
、
叉
来
年

の
一
月
か
ら
家
族
の
七
割
給
付
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
含
め
て
保

険
料
億
一
世
帯
平
均
で
二
千
四
百
円

の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
上
昇
は
医
者
に
か
』
る
，

機
会
が
ふ
え
た
こ
と
、
と
医
療
内
容

及
び
給
付
内
容
の
充
実
に
よ
り
費
用

が
高
く
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
反
面
次
の
よ
う
な
恐
恵

を
住
民
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

①
国
民
皆
保
険
制
度
が
住
民
に
し
ん

　
と
う
し
、
安
心
し
て
保
険
医
療
が

　
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
給
付
改
善
が
行
な
わ
れ
て
、
医
療

　
を
受
け
る
機
会
が
得
や
す
く
な
っ

　
た
。

③
医
療
の
進
歩
に
伴
な
い
保
険
医
療

　
も
逐
次
改
善
さ
れ
、
よ
り
よ
い
医

　
療
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　
た
。

④
市
の
給
付
内
容
が
充
実
さ
れ
て
き

　
た
。
等
々
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し

　
か
し
十
日
町
市
の
保
険
料
は
県
内

　
二
十
市
中
最
も
低
い
方
で
あ
り
ま

　
す
。
こ
れ
は
一
般
会
計
よ
り
の
繰

　
場
所
　
八
箇
小
学
校

　
担
当
　
四
月
池
田
医
院
、
五
月
山

　
　
　
　
口
（
昭
）
医
院
、
六
月
富

　
　
　
　
田
医
院
（
七
月
以
降
は
追

　
　
　
　
っ
て
計
画
）

ー
大
池
、
赤
倉
地
区
ー

　
　
　
　
四
月
雪
消
え
よ
り
降
．
雪
ま

　
　
　
　
で
、
週
一
回
水
曜
日
で
場

　
　
　
　
所
、
時
間
は
次
の
と
お
り

　
赤
倉
地
区
　
赤
倉
集
会
室
で
午
後

　
　
　
　
　
　
二
時
三
十
分
よ
り
午

　
　
　
　
　
　
後
三
時
ま
で
。

　
大
池
地
区
　
大
池
集
会
室
で
午
後

　
　
　
　
　
　
三
時
三
十
分
よ
り
午

　
　
　
　
　
　
後
四
時
ま
で
。

　
担
当
　
四
月
至
誠
堂
医
院
、
五
月

　
　
　
　
大
島
医
院
、
六
月
庭
野
医

　
　
　
　
院
。

1
六
箇
地
区
ー
四
月
よ
り
降
雪
ま
で

国
保
事
業
会
計
予
算

才　　　　　入 才 出

①国民糊暫，顯料 48，880f円 ①総務費 9，709千円

②一部負担金 5 ②保険給付費 118，421

③奏繍及呼鮒 66 （⇒保険施設費 5，531

④国庫支出金 81，604 ④基金積立金 227

⑤県支出金 78 ⑤公債費 170

⑥財産収入 266 ⑥諸支出金 3，030

⑦繰入金 6，000 ⑦予備費 432

⑧繰越金 500

⑨諸収入 121

才人合計 137，520隅 才出合計 137，520千円

　
　
　
　
　
　
週
一
回
火
曜
日
で
場

　
　
　
　
　
　
所
時
間
は
次
の
と
お

　
　
　
　
　
　
h
リ
〇

　
六
箇
出
張
所
旺
午
後
二
時
か
ら
午

　
　
　
　
　
　
後
三
時
ま
で
。

　
ニ
ツ
屋
公
民
舘
“
午
後
三
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
四
時
ま
で
。

　
塩
之
又
“
患
者
の
あ
る
場
合
で
か

　
　
　
　
　
け
る
。

　
　
特
別
依
頼
事
項

◎
出
張
診
療
日
が
祝
祭
日
の
と
き
は

　
そ
の
週
は
休
み
と
し
ま
す
。

◎
出
張
診
療
日
の
往
診
に
限
り
往
診

　
料
は
出
張
診
療
場
所
か
ら
と
し
ま

　
す
。

◎
患
者
は
診
療
時
間
ま
で
に
集
っ
て

　
下
さ
い
。
時
間
ま
で
に
集
っ
た
方

　
は
時
間
が
す
ぎ
て
も
診
療
を
し
て

　
く
れ
ま
す
。

◎
医
療
費
は
そ
の
都
度
支
払
う
よ
う

　
に
し
て
下
さ
い
。

　
保
健
活
動

　
現
在
職
員
八
人
（
う
ち
保
健
婦
七

　
人
）
が
こ
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
お

　
り
、
母
子
関
係
、
結
核
予
防
、
成

　
人
病
対
策
、
食
生
活
、
一
般
衛
生

　
指
導
等
、
住
民
の
保
健
の
向
上
に

　
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
派
遣
依

　
頼
の
場
合
は
保
険
課
へ
申
込
み
御

　
利
用
下
さ
い
。

水
道
料
値
上
げ

　
水
道
使
用
料
が
四
月
一
日
か
ら
現

行
よ
り
平
均
二
十
二
％
の
値
上
げ
を

す
る
条
例
を
提
案
し
、
慎
重
な
審
議

の
結
果
三
月
十
三
日
の
本
会
議
で
原

案
ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
値
上
げ
を
必
要
と
し
た
理
由
は
、

ω
四
十
年
度
に
約
一
二
〇
〇
万
円
で

　
拡
張
工
事
を
行
な
う
。

②
今
ま
で
の
赤
字
額
一
二
〇
〇
万
円

　
を
三
年
計
画
で
解
消
す
る
。

③
事
業
の
性
格
か
ら
減
価
償
却
積
立

　
金
を
は
じ
め
る
。

㈲
近
い
将
来
．
、
需
要
増
加
に
対
す
る

　
為
第
二
次
拡
張
工
事
を
行
な
う
。

新
料
金
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

　
　
　
　
（
カ
ツ
コ
内
は
旧
料
金
）

　超過料金
　1立方米当リ
ヨ　　円　円
）　30（23）
）　30　（23）

）’　26　　（22）

）　24　（20ノ

）　23（18）
）1　23　　（18）

　　　　円　　　円
　　　300　　　（230）

　　　300　　　（230）

　5，200（1，100）

12，000（4，000）

23，000（9，000）

1，150　（900）

　時　　用I　l　（1）1　50　　（50）1．．二二　（一）

（注意）　新料金ではメーター使用料を徴収しません

闘

基本料金　（1ケ月にっき）

水　量i料　金
　　　料率
種別

　　立方米
弓　　10（10）

弓　　10（10）

用200（50）
用500（200）
用1，000（500）

用　50（50）

』
『
［
I
1
5 一般用
営業用
工小口用
業大口用
用特殊大口用

湯屋業用
臨時用

、垂、

¢
、
｛
く
ミ
’
｝
》
『
～
》
㌔
ノ
、
モ
シ
》
～
！
3
も
2
｝
》
糞
｝
糞
｝
馨
u
㌔
～
隻
》
塗
恥
｝
ミ
～
ζ
㌧
ノ
、
’
、
『
、
『
》
、
，
㌔
｛
，
巴
，
7
、
9
》
‘
3

　
医
師
会
の
協
力

　
に
よ
る
へ
き
地

　
診
療
の
実
施

　
川
治
診
療
所
を
廃
止
し
ま
し
た
の

で
、
へ
き
地
診
療
に
つ
い
て
は
特
別

に
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
地

直営診療所施設勘定予算
出

　千円
9，673

2，860

才

【
」
－
「
○

∠
Q
．

　　222

2．925

①総務費

②医業費

③公債費
④諸支出金

⑤予備費

才出合計

入

　　　千円

　8，979

　　　529

　3，000

　　　400

　　　　17

12．925

才

①診療収△
②使用料及び手数料

③繰入＿金
④国庫支出金

⑤諸収入
才入合計

一》w1》》vvv〉》vり～～“》内｛ダ》、ノリ｝㌔～vvρ一’『げ》、’げ》㌔酵げ》v一り～～ρ、♂ザv㍉〆㌔9v》vv》

会議市

①

■
議
会
の
成
り
立
ち

　
普
通
私
達
は
市
会
と
い
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
正
し
く
申
し

上
げ
ま
す
と
市
議
会
と
い
う
の
で

す
。
市
の
議
会
で
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
国
に
は

国
会
が
あ
り
、
県
に
は
県
議
会
、

市
に
は
市
議
会
、
町
に
は
町
議
会

村
に
は
村
議
会
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
議
会
の
成
り
立

ち
と
い
い
ま
す
か
、
議
会
と
い
う

も
の
は
ど
う
し
て
出
来
た
か
こ
う

い
う
こ
と
を
簡
単
に
お
話
し
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
の
私
達

の
社
会
と
い
う
も
の
は
、
大
勢
の

方
々
が
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
そ

し
て
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
み
な
自
分
で
勝
手
気
ま
ま

な
生
活
を
す
る
と
、
こ
う
ゆ
5
大

勢
の
社
会
で
あ
り
ま
す
か
ら
直
ぐ

争
い
が
起
き
た
り
し
て
私
達
の
生

活
、
文
化
の
向
上
ど
こ
ろ
か
か
え

っ
て
私
達
の
社
会
は
め
ち
ゃ
め
ち

ゃ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
私
達
の
住
ん
で
い
る
社
会
を
明

る
く
み
ん
な
が
幸
福
に
暮
す
た
め

に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
よ
い
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

つ
ま
り
自
分
た
ち
が
自
分
た
ち
を

治
め
る
。
そ
う
ゆ
う
考
え
方
か
ら

出
発
い
た
し
ま
し
て
、
そ
れ
で
は

ひ
と
つ
私
達
の
代
表
者
と
い
う
も

の
を
選
ん
で
そ
の
選
ば
れ
た
方
々

に
私
達
の
社
会
が
益
々
発
展
し
て

い
く
よ
う
な
方
法
を
お
任
せ
し
ょ

う
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
ゆ
う
こ
と

で
生
れ
た
も
の
が
議
会
で
あ
り
ま

す
。　

数
の
意
見
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
し
ょ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の

で
す
。
こ
れ
が
議
会
と
い
う
も
の

が
出
来
た
も
と
で
あ
り
ま
す
。

■
議
会
の
仕
組
み

　
そ
れ
で
は
議
会
と
い
う
も
の
は

ど
の
よ
う
に
し
て
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
か
。
即
ち
こ
れ
を
議
会
の

組
織
と
い
い
ま
す
。

　
組
織
と
い
い
ま
す
と
議
員
の
数

と
い
う
こ
と
が
云
え
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
議
員
の
数
は
法
律
で
は

っ
き
り
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
の
場
合
で
あ
り
ま
す
と

三
十
人
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
数
は
こ
れ
か
ら
十

日
町
市
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ

て
い
っ
て
も
や
は
り
三
十
人
と
い

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
法
律

で
も
っ
て
そ
の
市
町
村
の
人
口
に

よ
っ
て
議
員
の
定
数
が
決
ま
り
ま

す
。
人
口
五
万
以
下
の
市
は
三
十

人
で
、
人
口
五
万
以
上
で
十
五
万

未
満
の
市
は
三
十
六
人
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
即
ち
現
在
十
日
町
市
の
議
会
は

三
十
人
の
議
員
で
組
み
立
て
ら
れ

て
お
る
わ
け
で
す
。
な
お
こ
の
議

員
の
定
数
は
そ
の
市
の
条
例
で
特

に
こ
れ
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
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」公題ま

お
と
な
に
な
る
秘
訣
／

　
「
お
と
な
」
に
な
る
た
め
に
は

成
人
式
さ
え
す
ま
せ
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
公
民
舘
で
は
、
今
年
成

人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
の
た
め

に
、
こ
っ
そ
り
「
お
と
な
」
に
な

る
た
め
の
秘
訣
を
お
教
え
し
て
い

ま
す
。

そ
の
一
■
第
一
回
成
人
教
室

◎
四
月
十
五
日
（
木
）
夜
七
時
三
十

　
分
～
九
時
三
十
分

◎
成
人
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て

◎
お
話
／
俵
谷
正
樹
先
生
（
県
社

会
教
育
主
事
）

そ
の
二
■
第
二
回
成
人
教
室

◎
四
月
二
十
日
（
火
）
夜
七
時
三
十

　
分
≧
九
時
三
十
分

◎
成
人
期
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

◎
お
話
／
瀬
川
宗
助
先
生
（
十
日

　
町
病
院
内
科
医
長
）

そ
の
三
■
第
三
回
成
人
教
室

◎
四
月
二
十
八
日
（
水
）
夜
七
時
三

　
十
分
～
九
時
三
十
分

◎
成
人
の
心
理
に
つ
い
て

◎
お
話
／
斉
藤
和
代
先
生
（
新
潟

　
大
学
教
授
）

　
以
上
の
会
場
は
十
日
町
市
公
民

舘
で
す
。

そ
の
四
日
血
液
型
検
査

◎
四
月
二
十
八
日
（
水
）
午
前
十
時

　
1
午
後
三
時

◎
会
場
／
十
日
町
保
健
所

◎
無
料

◎
希
望
者
は
公
民
舘
宛
申
し
込
み

　
下
さ
い
。

　
さ
て
成
人
式
は
そ
れ
か
ら
で
す

□
成
人
式
／
五
月
九
日
（
日
）
午
前

八
時
三
十
分
受
付
開
始
／
九
時
三

十
分
開
式
／
会
場
市
民
体
育
舘

内
容
は
当
日
の
お
楽
し
み
に
。

　
な
お
、
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い

た
父
き
ま
し
た
生
活
記
録
は
「
二

十
才
の
記
録
」
と
し
て
編
集
し
、

当
日
全
員
に
お
と
y
け
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

美
審
教
室
の
お
知
ら
せ

　
美
し
く
あ
り
た
い
、
は
人
の
世

の
常
。
美
し
い
彼
と
彼
女
、
美
し

い
パ
パ
と
マ
マ
。
聞
い
た
y
け
で

も
ほ
の
ぽ
の
と
し
ま
す
。
が
、
し

か
し
．
美
し
く
な
る
た
め
に
は
、

お
顔
や
お
体
の
外
側
か
ら
の
お
手

入
れ
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
お

化
粧
は
、
ま
ず
頭
の
中
か
ら
お
始

め
下
さ
い
。

■
彼
と
彼
女
の
た
め
の
教
室

◇
三
ッ
山
／
東
部
／
枯
木
又
青
年

　
学
級
四
月
下
旬
開
講
予
定
。

◇
真
田
青
年
学
級
／
五
月
上
旬
開

　
講
予
定
。

◇
東
下
組
青
年
学
級
／
四
月
下
旬

　
開
講
予
定
。

◇
野
中
青
年
学
級
／
四
月
下
旬
開

　
講
予
定
。

目
マ
マ
の
た
め
の
教
室

◇
美
佐
島
婦
人
学
級
／
五
月
上
旬

　
開
講
予
定
。

◇
中
条
婦
人
学
級
／
四
月
下
旬
開

　
講
予
定
。

◇
飛
渡
／
東
部
婦
人
学
級
は
四
月

　
下
旬
開
講
予
定
。

◇
六
箇
婦
人
学
級
／
四
月
二
十
日

　
夜
よ
り
開
講
。

◇
関
浅
婦
人
学
級
／
四
月
中
旬
開

　
講
予
定
。

◇
吉
田
婦
人
学
級
／
各
教
室
と
も

　
四
月
中
開
講
予
定
。

◇
上
新
田
／
東
下
組
婦
人
学
級
は

　
四
月
中
旬
、
五
月
中
旬
開
講
予

　
定
。

◇
水
沢
婦
人
学
級
／
四
月
中
旬
開

　
講
予
定
。

■
パ
バ
と
マ
々
の
た
め
の
教
室

◇
十
日
町
家
庭
教
育
学
級
（
幼
児

　
の
部
、
小
学
生
の
部
）
／
五
月

　
上
旬
開
講
の
予
定
。

◇
新
座
／
大
井
田
家
庭
教
育
学
級

　
は
四
月
下
旬
開
講
の
予
定
。

◇
飛
渡
家
庭
教
育
学
級
／
四
月
下

　
旬
開
講
予
定
。

◇
川
治
家
庭
教
育
学
級
／
四
月
下

　
旬
開
講
予
定
。

◇
吉
田
家
庭
教
青
学
級
／
四
月
下

　
旬
開
講
予
定
。

◇
野
中
／
馬
場
家
庭
教
育
学
級
は

　
五
月
上
旬
開
講
予
定
。

四
月
の
料
理
教
室

四
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
一
時
塗

四
時
▽
会
場
、
十
日
町
市
公
民
舘

▽
内
容
中
華
料
理
の
作
り
方
▽
会

費
一
〇
〇
円
▽
申
し
込
み
方
は
公

民
舘
、
婦
人
会
宛
。
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